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シャープな印象の結さんですが、あどけない笑顔も　「えーと、まずは左手を清めて・・‥‥」参拝前にまずは手水舎（てみずや）でお清めです。

見せてくれました。

ヘアメイクはなんと美容師免許を持つお母さまが！和

装にも洋装にも合いそうなヘアスタイルですね。
手を合わせて真剣な表情でお詣りする結さん。
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憩
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。
結
さ
ん
は
、
「
こ
ん
な
と
＝
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。
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